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大
空
へ

平成２９年１２月⑴

ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
だ
。
そ
の

理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、一

番
は
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
あ
る

点
だ
。
団
体
競
技
は
チ
ー
ム

で
戦
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
分
か
り
や
す
い
が
、
個
人

競
技
も
一
人
で
行
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
監
督
や
ト

レ
ー
ナ
ー
、
同
じ
競
技
を
が

ん
ば
っ
て
い
る
仲
間
、
応
援

し
て
く
れ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
、

支
え
て
く
れ
る
家
族
。
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
が
助
け
合
っ

て
競
技
が
成
り
立
っ
て
い

る
。
そ
し
て
「
勝
ち
た
い
」
、

「
勝
た
せ
た
い
」
、「
楽
し
み

た
い
」
等
、
様
々
な
想
い
の

後
押
し
で
、
関
わ
っ
て
い
る

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ

れ
が
自
分
の
役
割
を
超
え
て

支
え
合
い
、
有
機
的
に
絡
み

合
う
こ
と
で
、
想
像
し
て
い

な
か
っ
た
結
果
が
出
た
り
、

多
く
の
人
を
感
動
さ
せ
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
▼
決
し

て
一
人
で
は
不
可
能
な
こ
と

が
チ
ー
ム
力
で
ど
ん
ど
ん
壁

が
な
く
な
り
可
能
に
な
っ
て

い
く
。
そ
れ
は
、
一
般
の
レ

ベ
ル
で
や
っ
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
で
も
変
わ
ら
な
い
。
趣
味

で
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
る
こ

と
も
い
ろ
ん
な
人
と
繋
が
る

こ
と
で
楽
し
み
が
ど
ん
ど
ん

増
え
て
い
く
▼
そ
ん
な
こ
と

を
考
え
な
が
ら
日
々
の
仕
事

を
し
て
い
る
と
、
ス
ポ
ー
ツ

だ
け
で
な
く
仕
事
も
チ
ー
ム

で
進
め
て
い
る
こ
と
に
改
め

て
気
づ
く
。
決
め
ら
れ
た
役

割
は
も
ち
ろ
ん
大
事
だ
が
、

そ
れ
ぞ
れ
が
前
向
き
に
役
割

を
超
え
て
い
く
こ
と
で
、
成

果
も
大
き
く
な
り
、
達
成
感

も
出
て
く
る
と
思
う
。
机
上

の
自
分
の
役
割
だ
け
に
縛
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
チ
ー
ム
鹿

屋
で
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

（
Ｔ
・
Ｕ
）

表彰式の様子（左端が四方さん）

レ
ン
ジ
」
と
い
っ
た
体
育
大

ら
し
い
企
画
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
に

「
レ
イ
ザ
ー
ラ
モ
ン
」「
な
か

や
ま
き
ん
に
君
」「
突
撃
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
」
を
迎
え
た
お

笑
い
ラ
イ
ブ
で
は
会
場
中
が

笑
い
に
包
ま
れ
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
屋
外
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
場
横
の
広
場
で
行
わ
れ

た
「
パ
ン
食
い
競
争
」
に
は

一
般
の
方
も
多
数
参
加
。
大

学
開
放
事
業
と
し
て
行
わ
れ

た
「
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
研
究
棟
見
学
・
体
験
ツ

ア
ー
」
に
も
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
多
く
の
参
加
が
あ

　

10
月
11
日
～
14
日
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た2017 
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（
ア
ジ
ア

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
）
に
、
鹿
屋
体

育
大
学
漕
艇
部
の
四
方
美
咲
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程
１
年
）
が
、

女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
（
２
人
乗

り
。
他
団
体
所
属
選
手

と
の
出
場
）
に
Ｕ
19
の

日
本
代
表
と
し
て
出
場

し
、
見
事
銀
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
ま
し
た
。

　

四
方
さ
ん
は
、「
去

年
の
優
勝
（
４
人
乗
り
）

に
続
き
2
連
覇
を
目
指

し
て
い
た
の
で
、
入
賞

は
で
き
た
が
や
っ
ぱ
り

悔
し
い
想
い
が
強
く
、

こ
れ
か
ら
も
国
際
大
会

で
戦
っ
て
い
け
る
よ
う

な
選
手
に
な
り
た
い
と

改
め
て
思
い
、
ど
ん
な

環
境
や
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
も
実
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
よ
う
練
習

四方美咲さん
　アジアジュニア選手権で銀メダル！

蒼天祭2017
大
盛
況
！！

り
、
投
球
測
定
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
ピ
ッ
チ
ン
グ
測
定
、

フ
ォ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
に
よ
る

50
ｍ
走
の
測
定
な
ど
を
体
験

し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
模
擬
店
や

大
学
の
教
育
研
究
に
関
す
る

パ
ネ
ル
展
示
、
サ
ッ
カ
ー
の

応
援
企
画
な
ど
が
行
わ
れ
、

多
様
な
企
画
で
来
場
し
た

方
々
を
飽
き
さ
せ
な
い
学
園

祭
と
な
り
ま
し
た
。

 

　

11
月
11
日
・
12
日
の
２
日

間
、
鹿
屋
体
育
大
学
の
学
園

祭
「
蒼
天
祭
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
両
日
と
も
晴
天
に
恵
ま

れ
、
文
字
ど
お
り
の
「
蒼
天

祭
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は「
Ｊ
ｕ
ｓ
ｔ 

Ｄ
ｏ 

Ｉ
ｔ
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
ス

テ
ー
ジ
で
は
蒼
天
祭
名
物

「
マ
ッ
ス
ル
コ
ン
テ
ス
ト
」、

豪
華
景
品
が
当
た
る
「
ビ
ン

ゴ
大
会
」、「
歌
う
ま
コ
ン
テ

ス
ト
」
と
い
っ
た
毎
年
恒
例

の
企
画
や
、「
ダ
ン
ス
発
表
」

「
部
活
動
対
抗
大
縄
決
定
戦
」

「
ペ
ダ
リ
ン
グ
パ
ワ
ー
チ
ャ

に
励
み
ま
す
」
と
振
り
返
り
ま
し

た
。
ま
た
、
同
部
顧
問
の
中
村
夏

実
准
教
授
は
、「
日
々
、
心
身
の

準
備
・
ケ
ア
、
ま
た
道
具
へ
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
や
扱
い
が
大
変
丁

寧
。
そ
う
い
う
当
た
り
前
の
事
へ

の
意
識
が
高
い
こ
と
が
質
の
高
い

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
可
能
と
し
、
成

績
へ
結
び
つ
い
て
い
る
。
さ
ら
な

る
飛
躍
を
期
待
し
た
い
」
と
絶
賛

し
ま
し
た
。

ボ
ー
ト
部

名物マッスルコンテスト 脚力を試した?！大縄跳び

盛り上がる観客

白熱したドッジビー

子ども達も参加したパン食い競走留学生も活躍！会場が一体となったダンス発表

スポーツパフォーマンス研究棟見学・体験ツアー
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11
月
11
日
、
鹿
屋
体
育
大
学
サ
ッ
カ
ー
場
に
て

九
州
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
「
鹿
屋
体
育
大
学
対

九
州
産
業
大
学
」
の
応
援
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

地
域
活
性
化
を
目
指
す
「
日
本
版
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ
『
Ｋ

Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ａ
モ
デ
ル
』」
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、

同
大
の
学
園
祭
で
あ
る
「
蒼
天
祭
」
に
あ
わ
せ
て

行
わ
れ
た
も
の
。
当
日
は
サ
ッ
カ
ー
場
周
辺
に
仮

設
観
客
席
、
飲
食
ブ
ー
ス
を
設
置
。
１
３
０
０
枚

用
意
さ
れ
て
い
た
応
援
用
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ

ツ
は
試
合
開
始
30
分
前
に
は
配
布
終
了
と
な
り
、

サ
ッ
カ
ー
場
は
お
揃
い
の
青
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
た

多
く
の
観
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

試
合
は
前
半
開
始
早
々
に
片
井
巧
さ
ん
（
ス
ポ

ー
ツ
総
合
課
程
4
年
）
の
ゴ
ー
ル
で
先
制
、
後
半

に
も
澤
居
道
さ
ん
（
同
3
年
）
の
鮮
や
か
な
ボ
レ

ー
シ
ュ
ー
ト
で
1
点
を
追
加
し
２

－

０
と
リ
ー

ド
す
る
も
、
相
手
に
攻
め
込
ま
れ
る
苦
し
い
時
間

帯
が
続
き
、
81
分
と
82
分
に
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
か

ら
連
続
失
点
。
悔
し
い
引
き
分
け
と
な
り
ま
し
た

が
、
ゴ
ー
ル
前
の
攻
防
で
は
観
客
席
か
ら
歓
声
が

上
が
る
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
多
く
の

方
が
生
で
の
試
合
観
戦
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
今
後
も
、
地
域
活
性
化
を

目
指
し
大
学
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
様
々
な
取
組
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

九
州
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

「
鹿
屋
体
育
大
学
対
九
州
産
業
大
学
」の

応
援
イ
ベ
ン
ト
開
催
！

異
文
化
交
流
会
を
初
開
催

　
鹿
屋
体
育
大
学
学
生
と

　
鹿
児
島
大
学
留
学
生
会
参
加

た
イ
ン
タ
ー
バ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝

を
測
定
し
た
も
の
。
こ
の
１

分
程
度
と
い
う
短
時
間
イ
ン

タ
ー
バ
ル
運
動
時
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
定
量
し
た
研
究
報
告

が
、
希
有
で
あ
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　

指
導
教
員
の
荻
田
太
教
授

は
、
「
ベ
テ
ラ
ン
研
究
者
を

含
め
た
中
で
、
修
士
課
程
1

年
で
の
受
賞
は
非
常
に
珍
し

い
例
で
あ
り
、
大
和
谷
君
の

研
究
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢

と
日
々
の
努
力
が
報
わ
れ
た

こ
と
が
う
れ
し
い
」
と
喜
び

を
述
べ
、
大
和
谷
さ
ん
は
、

「
苦
し
い
研
究
に
協
力
い
た

だ
い
た
方
へ
の
感
謝
を
忘
れ

ず
、
又
こ
の
受
賞
に
恥
じ
な

い
よ
う
に
今
後
も
精
進
し
、

こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
践

に
活
か
せ
る
よ
う
な
研
究
に

励
み
た
い
」
と
受
賞
の
喜
び

と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。

　

10
月
28
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
に
お
い
て
、
鹿
児
島
大
学

留
学
生
会
（
Ｋ
Ｕ
Ｆ
Ｓ
Ａ
）

と
鹿
屋
体
育
大
学
学
生
（
留

学
生
と
日
本
人
学
生
）
及
び

鹿
屋
市
民
と
の
異
文
化
交
流

会
が
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
両
大
学

の
留
学
生
と
交
流
が
あ
る
鹿

屋
体
育
大
学
イ
ス
ラ
ム 

モ

ハ
モ
ド 

モ
ニ
ル
ル
准
教
授

の
「
鹿
屋
体
育
大
学
の
広
大

で
整
っ
た
体
育
施
設
を
活
用

し
た
留
学
生
の
交
流
会
を
し

た
い
！
」
と
い
う
思
い
が
発

端
で
、
両
大
学
留
学
生
と
日

本
人
学
生
の
交
流
を
目
的
に

実
現
し
た
も
の
。

　

鹿
児
島
大
学
36
名
、
鹿
屋

体
育
大
学
47
名
、
鹿
屋
市
民

等
11
名
の
総
勢
94
名
は
、
歓

迎
セ
レ
モ
ニ
ー
を
兼
ね
た
昼

食
の
後
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
で

汗
を
流
し
な
が
ら
交
流
し
ま

し
た
。
Ｋ
Ｕ
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
フ
ッ

ト
サ
ル
経
験
者
と
、
鹿
屋
体

育
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
員
が
対

戦
し
た
フ
ッ
ト
サ
ル
で
は
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ら
し
か

ら
ぬ
白
熱
し
た
試
合
に
な
る

等
、
ど
の
種
目
も
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
様
々
な
立
場
の

参
加
者
が
言
葉
や
国
の
壁
な

ど
感
じ
さ
せ
な
い
楽
し
い
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
後

は
、
参
加
者
の
母
国
ネ
パ
ー

ル
の
唄
や
手
品
の
披
露
、
鹿

屋
体
育
大
学
生
の
な
ぎ
な

（向かって左から）指導教員の荻田教授、松下学長、
大和谷さん、副指導教員の輿谷講師

た
、
鹿
屋
市
民
の
空
手
の
実

演
等
々
、
趣
向
を
こ
ら
し
た

内
容
で
異
文
化
交
流
会
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｋ
Ｕ
Ｆ
Ｓ
Ａ
か
ら
の
参
加

者
（
ベ
ト
ナ
ム
出
身
）
は
、

「
こ
ん
な
に
ス
ポ
ー
ツ
が
た

く
さ
ん
で
き
る
大
学
は
す
ご

い
。
留
学
し
て
か
ら
今
日
が

一
番
楽
し
い
！
」
と
話
し
、

ま
た
鹿
屋
体
育
大
学
の
参
加

者
は
、
「
英
語
を
話
せ
る
よ

う
に
な
り
た
く
て
参
加
し

た
。
こ
ん
な
に
多
様
な
言
語

が
飛
び
交
う
中
に
参
加
で
き

て
幸
せ
」
と
話
す
な
ど
、
短

い
時
間
で
し
た
が
、
ど
の
参

加
者
に
と
っ
て
も
貴
重
な
体

験
と
な
り
ま
し
た
。

大
和
谷
健
太
さ
ん

日
本
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
科
学
会
で

「
奨
励
賞
」
受
賞

　

10
月
７
日
、
８
日
に
開
催

さ
れ
た
第
30
回
日
本
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
科
学
会
大
会
（
日
本

体
育
大
学
）
に
お
い
て
、
鹿

屋
体
育
大
学
大
学
院
体
育
学

研
究
科
体
育
学
専
攻
修
士
課

程
１
年
の
大
和
谷
健
太
さ
ん

が
学
会
賞
「
奨
励
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。
本
賞
は
、
今

学
会
大
会
に
お
け
る
一
般
研

究
ポ
ス
タ
ー
発
表
が
優
秀

で
、
今
後
そ
の
研
究
成
果
が

大
い
に
期
待
さ
れ
る
発
表
者

に
贈
ら
れ
る
も
の
。
今
回

は
、
90
名
の
発
表
者
の
中
で

最
優
秀
賞
に
１
演
題
、
奨
励

賞
に
６
演
題
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

受
賞
対
象
と
な
っ
た
研
究

テ
ー
マ
は
、
「
１
分
程
度
の

競
技
種
目
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
向
上
を
目
指
し
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
の
開

発
」
で
、
陸
上
の
４
０
０
ｍ

走
や
水
泳
の
１
０
０
ｍ
等
、

短
時
間
で
勝
敗
が
決
す
る
競

技
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

当日配布されたＴシャツと
マッチデープログラム
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　私たち女子バスケットボール部は、部長・監
督の木葉一総先生のもと、日々チーム一丸と
なって練習に取り組んでいます。「絆・誇・信
～全ては勝つために～」をチーム理念に掲げ、
個人がチームのためにそれぞれの役割を果たそ
うと努力しています。全日本大学バスケット
ボール選手権大会で優勝することを目標にして
います。チーム理念にのっとり、チームのため
にコートで戦う選手、チームのために声を出す
選手、チームのためにビデオをとる選手、チー
ムのために大会を運営する選手など、それぞれ
がチームのために行動し自分たちの役割を果た
しています。今後の大会でもチームメイトを
大切にし、チームで勝ちにいきたいと思いま
す。また、日常生活から気を配り「オンとオ

フ」「T.P.O」を常に心がけています。社会に出
ても恥ずかしくない人を目指し、大学生として
勉学にも励んでいます。また、中高生を対象と
した公開講座（サマーキャンプ）や審判活動を
通して、地域の方々と交流し、地域の活性化と
ともにバスケットボールの普及にも貢献したい
と考えております。その一環として、公開講座
では、部員がより主体的に指導内容や指導方法
も考え、将来指導者になるための実践力を身に
つけております。
　今後とも、鹿屋らしい攻守共にアグレッシブ
なハッスルバスケットを展開していきます。応
援されるチームとなれるよう日々精進して参り
ます。応援の程、宜しくお願い致します。

女子バスケッ
トボール部

　

11
月
4
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
に
て
公
開
講
座
「
桑
田
真

澄
氏
に
よ
る
野
球
教
室
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
東
京
２
０ 

２
０
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
野
球
教
室
を
開
催
す
る
と

と
も
に
２
０
２
０
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
意
義
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
。
指
導
者
に
読
売
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
な
ど
で
活
躍
し
た

桑
田
氏
ら
を
招
き
、
鹿
児
島

県
内
の
中
学
生
61
名
が
参
加

桑
田
真
澄
氏
に
よ
る
野
球
教
室
を
開
催

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

桑
田
氏
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
や
ノ
ッ
ク
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
練
習
で
気
を
つ
け
る
点

に
つ
い
て
丁
寧
に
指
導
。
参

加
者
は
真
剣
な
表
情
で
話
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
最
後
に
桑
田
氏
に
よ
る

ピ
ッ
チ
ン
グ
の
実
演
も
行
わ

れ
、
現
役
時
代
を
彷
彿
と
さ

せ
る
見
事
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

と
球
筋
に
参
加
者
か
ら
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
桑
田
氏
は
「
子

ど
も
達
が
一
生
懸
命
取
り
組

　

10
月
26
日
～
27
日
、
鹿

屋
体
育
大
学
に
お
い
て
日
本

水
泳
連
盟
測
定
合
宿
が
行
わ

れ
、
リ
オ
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト

の
萩
野
公
介
選
手
（
株
式
会

社
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
）、
江
原

騎
士
選
手
（
自
衛
隊
体
育
学

校
）、
小
堀
勇
氣
選
手
（
ミ

ズ
ノ
ス
イ
ム
チ
ー
ム
）
ら
自

由
形
の
ト
ッ
プ
選
手
20
名
及

び
平
井
伯
昌
コ
ー
チ
（
東
洋

大
学
、
リ
オ
五
輪
日
本
代
表

監
督
）
ら
コ
ー
チ
5
名
、
ス

タ
ッ
フ
2
名
が
来
学
し
、
屋

内
実
験
プ
ー
ル
に
て
各
種
測

定
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た
。

　

本
測
定
合
宿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ

（
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
）
に
よ
る
次
世
代
タ
ー

ゲ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
の
育
成
・

支
援
事
業
と
し
て
、
日
本

水
泳
連
盟
が
実
施
し
た
も
の

で
、
２
０
１
５
年
度
か
ら
毎

年
実
施
。

　

選
手
は
合
宿
中
、
抵
抗
測

定
シ
ス
テ
ム
（
Ｍ
Ａ
Ｄ
シ
ス

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
開
催

　

鹿
屋
体
育
大
学
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
実
践
セ
ン
タ
ー
で

は
、
９
月
30
日
に
「
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教

室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

３
回
目
の
開
催
と
な
る
今

回
の
教
室
に
は
学
外
か
ら
25

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
同
大

学
の
中
垣
内
真
樹
教
授
に
よ

る
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
と
健
康
づ
く
り
に
関
す

る
理
論
講
習
の
後
、
鹿
児
島

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
協
会
の
指
導
者
か
ら
ポ
ー

ル
の
扱
い
方
や
歩
き
方
の
基

日
本
水
泳
連
盟
の
測
定
合
宿
が
行
わ
れ
ま
し
た
！

テ
ム
）
に
よ
る
泳
速—

抵
抗

関
係
及
び
最
大
推
進
パ
ワ
ー

の
測
定
や
流
水
プ
ー
ル
で
の

最
大
酸
素
摂
取
量
（
Ｖ
Ｏ
２ 

ｍ
ａ
ｘ
）
の
測
定
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
同
大
学
で
の

測
定
合
宿
に
参
加
し
た
萩
野

選
手
は
、「
こ
の
測
定
で
得
た

デ
ー
タ
を
し
っ
か
り
と
理
解

し
て
今
後
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
活
か
し
て
い
き
た
い
。
そ

し
て
来
年
の
日
本
選
手
権
、

そ
の
先
の
東
京
五
輪
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
平
井
コ
ー
チ
は
同

大
学
で
の
合
宿
に
つ
い
て「
選

手
同
士
が
数
値
を
競
い
合
っ

た
り
、
自
信
に
つ
な
が
っ
た

り
、
デ
ー
タ
を
と
る
こ
と
の

メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。
鹿
屋

体
育
大
学
で
し
か
で
き
な

い
測
定
項
目
が
あ
る
だ
け
で

な
く
、
競
泳
の
日
本
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
科
学
ス
タ
ッ

フ
で
あ
る
荻
田
太
教
授
か
ら

　

10
月
29
日
、
２
０
２
０
年
か
ご

し
ま
国
体
に
向
け
、
地
域
に
お
け

る
中
学
生
を
中
心
と
し
た
陸
上
選

手
の
意
識
と
競
技
力
の
向
上
を
図

る
た
め
陸
上
教
室
（
中
・
長
距

離
）
が
開
催
（
主
催
：
鹿
屋
市
）

さ
れ
、
鹿
屋
体
育
大
学
Ｏ
Ｂ
で
元

世
界
陸
上
選
手
権
日
本
代
表
の
永

田
宏
一
郎
氏
（
鶴
翔
高
等
学
校
教

員
：
鹿
児
島
県
）
が
、
講
師
と
し

て
招
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
あ

い
に
く
の
悪
天
候
に
よ
り
体
育
館

で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
現

役
時
代
の
世
界
レ
ベ
ル
の
活
躍
は

「
人
と
同
じ
こ
と
（
練
習
）
を
し

て
も
人
と
同
じ
（
結
果
）
で
し
か

な
い
」
と
人
一
倍
の
努
力
を
重
ね

続
け
た
結
果
で
あ
っ
た
こ
と
等
、

実
体
験
を
交
え
た
教
室
内
容
に
、

参
加
者
も
保
護
者
も
大
満
足
の
様

子
で
し
た
。

ＯＢ永田宏一郎氏
（元世界陸上選手権日本代表選手）

母校で“陸上教室”講師を務める

選
手
や
コ
ー
チ
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
も
い
た
だ
け
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
継
続
し
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
ほ
か
、

「
２
０
１
７
年
は
競
泳
の
世

界
選
手
権
で
金
メ
ダ
ル
が
取

れ
な
か
っ
た
。
今
回
の
測
定

結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し

て
少
し
で
も
い
い
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
し
て
実
力
を
蓄
え
て

い
き
た
い
」
と
今
後
へ
の
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

礎
を
学
び
ま
し
た
。
慣
れ
な

い
ポ
ー
ル
に
最
初
は
ぎ
こ
ち

な
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
だ
っ
た

参
加
者
も
、
最
後
に
は
ス

ム
ー
ズ
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

で
き
「
体
力
に
合
わ
せ
て

コ
ー
ス
を
選
べ
る
の
で
、
無

理
な
く
楽
し
く
参
加
で
き

た
」「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
つ
い
て
基
本
を
知

る
こ
と
が
で
き
て
、
充
実
し

て
い
た
」と
、ポ
ー
ル
を
使
っ

た
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
効
果
を
実
感
し
て
い

ま
し
た
。

ん
で
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
」

「
上
手
く
な
る
た
め
に
は
1

球
1
球
考
え
て
練
習
す
る
こ

と
が
大
事
。
色
々
な
視
点
を

持
っ
て
練
習
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
」「
挨
拶
・
礼
儀
の

大
切
さ
、
友
達
と
協
力
す
る

こ
と
、
努
力
す
る
こ
と
な
ど

を
野
球
を
通
じ
て
学
ん
で
ほ

し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。
ま

た
、
参
加
者
か
ら
は
「
と
て

も
楽
し
か
っ
た
」「
普
段
の

生
活
で
も
大
切
な
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

流水プールでの最大酸素摂取量測定の様子永田氏（写真中央）を囲んで

課外活動団体紹介
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《
一
　
般
》

池 

江 

和 

子　

様
（
十
万
円
）

カ
イ
コ
ー
㈱　

様
（
三
万
円
）

　

本
財
団
の
賛
助
会
員
制
度
は
、
平

成
元
年
四
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
年

会
費
（
寄
付
金
）
は
一
口　

企
業
三
万

円
、
個
人
一
万
円
か
ら
で
す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財
団
法
人
と
し

て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
財
団
に

対
す
る
年
会
費
（
寄
付
金
）
に
つ
き

ま
し
て
は
税
法
上
の
優
遇
措
置
が
あ

り
、
二
千
円
を
超
え
る
ご
寄
付
に
つ

き
ま
し
て
は
、
そ
の
超
え
る
額
に
つ
い

て
所
得
税
の
寄
付
金
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込
み
も
し
く
は

現
金
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
込
み
の
場
合
は
、
次
の
金
融

機
関
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・ 

鹿
児
島
銀
行
鹿
屋
支
店

　
（
普
）
九
三
二
〇
六
七

・ 

鹿
児
島
興
業
信
用
組
合

　

西
原
支
店

　
（
普
）
三
五
八
二
一
一

・ 

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫

　

西
原
支
店

　
（
普
）
〇
〇
四
三
八
〇

∧
口
座
名
義
∨

　

公
益
財
団
法
人　

鹿
屋
体
育
大
学

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
教
育
財
団

　

理
事
長　

風
呂
井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
関
係
各
位
の
格
別
な
る

御
高
配
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
か
ら

　

鹿
屋
体
育
大
学
事
務
局
施

設
課
の
南
竹
成
己
氏
が
、
文

部
科
学
大
臣
賞
「
社
会
教
育

　

平
成
29
年
秋
の
叙
勲
で
、

鹿
屋
体
育
大
学
の
福
永
哲
夫

名
誉
教
授
（
前
学
長
）
が
瑞

宝
中
綬
章
を
受
章
し
ま
し

た
。

　

福
永
名
誉
教
授
は
、
東
京

大
学
教
授
、
早
稲
田
大
学
教

授
を
経
て
、
平
成
20
年
８
月

に
鹿
屋
体
育
大
学
長
に
就
任

し
、
平
成
28
年
７
月
ま
で
の

　

鹿
屋
体
育
大
学
ス
ポ
ー

ツ
・
武
道
実
践
科
学
系
の
竹

中
健
太
郎
准
教
授
が
、
文
部

科
学
大
臣
よ
り
「
ス
ポ
ー
ツ

功
労
者
」
と
し
て
顕
彰
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
竹
中
准

教
授
が
平
成
27
年
3
月
の
世

界
剣
道
選
手
権
大
会
に
お
い

て
コ
ー
チ
と
し
て
女
子
代
表

の
指
導
に
あ
た
り
、
団
体
１

位
へ
導
い
た
功
績
が
讃
え
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　

11
月
15
日
に
は
そ
の
功
績

を
賞
し
、
同
大
学
に
お
い
て

学内行事1月
４日　仕事始め
９日　授業再開
10日　卒業研究提出締切日（４年次）
13日　大学入試センター試験
　　　（～ 14日）
15日　大学院学位論文提出締切日
21日　大学説明会
　　　（東京サテライトキャンパス）
22日　補講期間（～ 2月 2日）
24日　学位論文発表会
　　　（博士後期課程）（～ 2月 7日）
27日　学位論文発表会（修士課程）
　　　学生宿舎餅つき大会

　

賛
助
会
費
は
、
奨
学
金
、
国

際
交
流
、
学
内
研
修
等
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

選
手
の
自
主
ト
レ
等
を
誘
致
す
る
「
産

学
官
連
携
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
ま
ち
づ

く
り
推
進
事
業
」
を
鹿
屋
市
及
び
民
間
団

体
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成

22
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
本
事
業
は
、
今
年

で
7
年
目
を
迎
え
ま
す
。
本
学
で
は
、
主

に
、
専
門
機
器
・
施
設
を
用
い
た
動
作
測

定
や
身
体
能
力
測
定
、
食
事
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
所
の
提
供
等
で
、

ア
ス
リ
ー
ト
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
に

寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研

究
棟
で
は
、
昨
年
度
、
本
事
業
に

よ
り
女
子
プ
ロ
野
球
選
手
や
社
会

人
野
球
選
手
、
陸
上
選
手
、
プ
ロ

ゴ
ル
フ
ァ
ー
、
プ
ロ
テ
ニ
ス
プ
レ

イ
ヤ
ー
、
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
競
技
の
選
手
が
測
定
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
も
数
多
く
の
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
が
測
定
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
て
き
た

フ
ォ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
、
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

プ
チ
ャ
シ
ス
テ
ム
や
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
ト

ラ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
様
々
な
機

器
を
用
い
て
、
今
後
も
選
手
の
皆
さ
ん
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
に
寄
与
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

（
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
→h

ttp
://
s
p
la
b
.

n
ifs-k

.a
c.jp
/

）

「
産
学
官
連
携
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」の
紹
介

（
甲
斐
智
大
特
任
助
教
）

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟
だ
よ
り

第10回

女子プロ野球選手の測定

プロサッカー選手のトレーニング

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
10 

月
31
日
、
11
月
1
日
、
2
日

に
大
学
院
体
育
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
及
び
３
年
制
博

士
課
程
の
学
生
に
対
し
て
、

学
位
論
文
（
博
士
）
の
作
成

に
向
け
て
、
そ
の
研
究
に
関

し
て
助
言
し
、
き
め
細
や
か

な
研
究
指
導
や
、
研
究
テ
ー

マ
・
研
究
計
画
を
具
体
化
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
博

士
後
期
課
程
論
文
指
導
研
究

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
多
く
の
教
員
や

学
生
が
聴
講
す
る
中
、
発
表

者
は
自
身
の
研
究
に
対
す
る

目
的
、
方
法
、
結
果
及
び
考

察
等
に
つ
い
て
口
頭
発
表
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
質

疑
応
答
の
時
間
で
は
、
活
発

な
質
問
や
助
言
等
が
あ
り
、

発
表
者
に
と
っ
て
幅
広
い
視

点
で
研
究
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
有
意
義
な
研
究
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
連
携
大
学
院
（
国

立
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン

タ
ー
、
熊
本
大
学
及
び

鹿
児
島
大
学
）
及
び
筑

波
大
学
と
の
共
同
専
攻

に
在
籍
し
て
い
る
学
生

及
び
教
員
は
、
テ
レ
ビ

会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
、
現
地
か
ら
発
表

や
聴
講
を
行
い
、
論
文

指
導
研
究
会
後
に
は
、

第
1
回
連
携
大
学
院
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
交
流
会

（
鹿
屋
体
育
大
学
・
熊
本

大
学
・
鹿
児
島
大
学
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
に
は
熊
本
大
学

博
士
後
期
課
程
論
文
指
導
研
究
会
及
び

連
携
大
学
院
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
交
流
会
を
実
施

福
永
哲
夫
名
誉
教
授（
前
学
長
）

　
秋
の
叙
勲「
瑞
宝
中
綬
章
」受
章

竹
中
健
太
郎
准
教
授

　
文
部
科
学
大
臣
賞
「
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
」
受
章

南
竹
成
己
（
施
設
課
職
員
）
氏

　
文
部
科
学
大
臣
賞
「
社
会
教
育
功
労
賞
」
受
賞

の
教
員
及
び
学
生
が
参
加

し
、
就
職
問
題
、
研
究
に
関

す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や

施
設
見
学
を
行
い
、
大
学
間

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

２
期
８
年
間
学
内
の
管
理
運

営
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
一

方
で
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
専

門
分
野
で
は
、
日
本
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
科
学
会
や
日
本
バ
イ

オ
メ
カ
ニ
ク
ス
学
会
等
多
く

の
会
長
を
歴
任
し
、
国
際
学

会
賞
も
受
賞
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

松
下
雅
雄
学
長
よ
り
特
別
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
竹
中

准
教
授
の
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者

受
賞
及
び
特
別
表
彰
は
平
成

25
年
に
続
く
2
度
目
と
な
り

ま
す
。

　

竹
中
准
教
授
は
、「
現
在

も
来
年
の
世
界
選
手
権
の
強

化
合
宿
に
コ
ー
チ
と
し
て
毎

月
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
合

宿
に
は
本
学
の
選
手
も
参
加

し
て
い
る
の
で
、
次
回
の
世

界
選
手
権
に
は
是
非
本
学
の

選
手
も
連
れ
て
い
き
た
い
」

功
労
者
」
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
趣
味
の
登
山
や

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
地
域
の
社

会
貢
献
と
し
て
活
か
し
た
い

と
い
う
想
い
か
ら
、
近
隣
の

国
立
大
隅
青
少
年
自
然
の
家

の
主
催
事
業
へ
長
年
参
画
。

ま
た
、
県
山
岳
連
盟
所
属
員

と
し
て
講
師
や
指
導
者
、
国

体
監
督
等
を
務
め
る
な
ど

様
々
な
社
会
教
育
の
振
興
に

貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
評
価

さ
れ
、
こ
の
た
び
の
表
彰
と

と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

な
り
ま
し
た
。

【陸上競技】
◆第２回九州学生陸上競技新人選手権大会
（10/14～15　福岡/平和台陸上競技場）
▽男子			 
	 男子100ｍ	 2位	東出　陽太
	 男子棒高跳	 2位	中森　一
			 
【女子バレーボール】
◆�平成29年度九州大学秋季バレーボール
女子１部リーグ

（10/26～29　熊本/相良村総合体育館他）
		  1位	鹿屋体育大学

【剣道】
◆第65回全日本学生剣道優勝大会
（10/29　東京/日本武道館）
▽男子			 
	 団体	 2位	鹿屋体育大学

【漕艇】
◆2017年アジアジュニア選手権
（10/11～14　シンガポール）
▽女子			 
	 女子ダブルスカル	
		  2位	四方　※
	 ※は、他団体選手との出場を示す。	

【自転車競技】
◆�第53回全日本学生自転車競技トラック
新人戦・西日本大会

（10/15　奈良/奈良競輪場）
▽男子
	 男子スプリント
		  1位	堀江　康孝
		  3位	岸田　剛
▽女子			 
	� 女子3㎞インディヴィデュアル・パー

シュート
		  3位	田上　三奈
	 女子500ｍタイムトライアル
		  1位	内村　風羽香
	 女子500ｍタイムトライアル（普及）
		  1位	西島  叶子
			 
◆�2017ジャパンカップサイクルロード
レース

（10/21　栃木/宇都宮市森林公園周回コース他）
▽男子			 
	 ジャパンカップクリテリウム
		  16位	山本　大喜
▽女子			 
	 オープン女子	3位	中井　彩子

※�第72回国民体育大会の成績については
蒼天11月号に掲載しております。

10月


